
民
間
企
業
を
定
年
退
職
し
た
年
、
自
治
会

長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
縁
で
こ
の
仕
事

に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
区
社
協
を
中
心
に
、

子
育
て
支
援
講
座
「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
と
し
め
飾
り
作
り
」、
そ
し
て
高
齢
者
を

対
象
に
「
脳
活
倶
楽
部
」
な
ど
の
事
業
が
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
に
は

中
学
生
が
宿
題
を
す
る
場
所
と
し
て
の
利
用

も
あ
り
ま
し
た
し
、
大
正
琴
、
料
理
な
ど
の

サ
ー
ク
ル
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
井
戸
端
会
議
」
や
「
縁
台
将
棋
」
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。“
小
さ
な
繋
が
り
が
つ
な

が
り
あ
っ
て
大
き
な
輪(

和)

へ
”
そ
れ
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
と
思
い
ま
す
し
、
当
セ
ン

タ
ー
は
そ
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
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磐田市
自治会連合会だより自治会連合会だより

自
治
会
連
合
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
要
望
に
よ
り
、
昨
年
1
月
に
は
福
田
地

区
に
、
同
年
6
月
に
は
竜
洋
地
区
と
豊
田

地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
設

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
地
域
住
民
の

交
流
を
深
め
る
活
動
で
あ
れ
ば
無
料
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
豊
岡
地
区
に
つ
い
て
は
、
豊
岡

支
所
の
一
部
を
活
動
の
場
に
し
よ
う
と
現

在
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
長
が
こ

れ
ま
で
の
活
動
内
容
等
を
紹
介
し
ま
す
。

福
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
議
室
や
ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
や
回
覧
物

の
印
刷
な
ど
自
治
会
の
お
手
伝
い
は
も
と

よ
り
、
親
子
で
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
年
末
に
開
催
し
た
「
親
子
門

松
づ
く
り
教
室
」
に
は
、
多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
、
日
頃
、
カ
ナ
ヅ
チ
や
ノ
コ
ギ
リ

に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
お
父
さ
ん
な
ど

は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
子
供
に
良
い

と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う

と
新
し
い
年
の
門
出

に
ふ
さ
わ
し
い
門
松

を
作
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
親

子
で
触
れ
合
え
る
催

し
物
を
開
催
し
て
い

き
ま
す
。
毎
月
発
刊
し
て
い
る
福
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
通
称
「
福
コ
ミ
だ

よ
り
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

竜
洋
地
域
に
は
、
以
前
か
ら
地
域
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
や
ろ
う
と
計
画

し
て
い
る
方
な
ど
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
竜
洋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
そ
う
し
た
方
々
を
ご
支
援
い
た
し

ま
す
。

会
議
室
や
調
理
室
の
貸
し
出
し
、
会
報
資

料
等
作
成
の
お
手
伝
い
と
い
っ
た
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
や
、
情
報
提
供
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

と
の
連
携
等
を
通
じ
て
地
域
活
動
の
活
性
化

に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
治
会

か
ら
、
福
祉
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
文
化

団
体
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
ま
で
、
と
に
か
く

地
域
が
元
気
に
な
る
団
体
な
ら
何
だ
っ
て
大

歓
迎
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
地
域
力
」。

▲親子門松づくり教室の様子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
地
区
活
動
拠
点
）

福田コミュニティセンター長

神田 悦士

豊田コミュニティセンター長

三戸部 孝

竜洋コミュニティセンター長

川島 澄夫

▲みんなでしめ飾りづくり

▲子育て支援のボランティア
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環境部
―――――――――――――――

活動報告

今
年
度
も
環
境
美
化
統
一
行
動
以
外
に
、
多

く
の
地
区
で
美
化
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
中
で
、
竜
洋
東
地
区
の
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

海
岸
清
掃
実
施

竜
洋
東
地
区
は
、
今
年
度
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
10
月
に
駒
場
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
参
加
を
呼
び
掛
け
た
竜
洋
中
学
校

の
生
徒
も
多
く
参
加
し
、
約
１
５
０
名
が
缶
や

ビ
ン
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
を
拾
い
集
め
ま

し
た
。

堀
内
地
区
長
の
コ
メ
ン
ト

こ
の
活
動
は
、
海
岸
の
あ
る
こ
の
地

に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
、
美
し
い
自
然
を
守
る
心
を
育
て

る
、
住
民
一
体
と
な
っ
て
清
掃
を
行
う

事
で
地
域
の
絆
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
活

動
の
輪
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

竜洋東地区長

堀内 敬史

環
境
啓
発
施
設
を
視
察

「
浜
松
市
西
部
清
掃
工
場
」
及
び
工
場

内
施
設
「
え
こ
は
ま
」
を
磐
田
市
環
境

美
化
指
導
員
と
一
緒
に
視
察
し
ま
し
た
。

リ
ユ
ー
ス
工
房
や
お
も
ち
ゃ
病
院
な
ど
、

物
を
大
切
に
長
く
使
う
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

12
月

秋
の
環
境
美
化
統
一
行
動

支
部
ご
と
に
地
域
の
環
境
美
化
の
た

め
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
収
集
や
海
岸
・
河

川
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
多
く
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

9
月

～
11
月

▲開会式

▲作業の様子 中学生も多数参加してくれました

▲中泉地区

施設の説明▶

▼リユース工房

地
域
の
環
境
美
化
活
動
紹
介
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住民安全部
―――――――――――――――

活動報告

豊
浜
地
区

防
犯
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

12
月
18
日
（
日
）
に
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
（
青
パ
ト
車
）
発
足
式
が
大

島
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
協
議

会
は
、
平
成
21
年
1
月
に
設
立
さ
れ
、

自
治
会
、
地
域
安
全
推
進
員
、
各
種
団

体
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、
防
犯
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た
に
青

パ
ト
車
が
2
台
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
発

足
式
で
は
、「
地
域
の
安
全
は
、
地
域
で

守
る
」
こ
と
を
参
加
者
で
確
認
し
、
青

パ
ト
車
を
中
心
に
、
地
域
を
巡
回
し
防

犯
ま
ち
づ
く
り

を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

犯
罪
減
少
と
更
な
る

防
犯
意
識
・
活
動
の
高
揚
を

静
岡
県
内
に
お
け
る
刑
法
犯
発
生
状
況

は
平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に
9
年
連
続
減
少

し
、
昨
年
は
4
万
件
を
割
り
ま
し
た
。
磐
田

市
に
お
い
て
も
同
様
に
刑
法
犯
の
発
生
は
連

続
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
参
照
）

発
生
の
犯
罪
を
罪
種
別
で
み
ま
す
と
約

7
割
が
窃
盗
で
す
。
泥
棒
の
初
歩
的
対
策

は
「
鍵
」
を
設
け
る
、
必
ず
掛
け
る
が
大

切
で
す
。
犯
罪
減
少
の
要
因
は
、
検
挙
率

の
向
上
の
ほ
か
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
、
声

掛
け
活
動
な
ど
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
活
動
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。「
防
犯

に
勝
る
防
犯
な
し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
防

犯
対
策
に
や
り
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

犯
罪
減
少
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く

地
域
住
民
が
、
日
頃
か
ら
防
犯
意
識
を
高
め

て
、
積
極
的
に
地
域
防
犯
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
が
、
犯
罪
に

強
い
地
域
を
つ
く

り
あ
げ
、
ひ
い
て

は
犯
罪
発
生
の
抑

止
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

市
民
・
警
察
合
同
年
末
特
別
警
戒
出
陣
式

12
月
1
日
（
木
）
に
今
之
浦
で
開
催

さ
れ
、
警
察
署
長
、
市
長
、
地
域
安
全

推
進
委
員
ら
約
2
4
0
人
の
参
加
が
あ

り
、
自
治
会
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
式
後
、
青
パ
ト
車
や
警
察

車
両
は
、
市
内
巡
回
の
た
め
出
発
し
ま

し
た
。

地
区
安
全
会
議
情
報
交
換
会

地
区
安
全
会
議
情
報
交
換
会
で
は
、

未
設
立
地
区
も
含
め
て
、
地
域
の
防
犯

活
動
の
取
組
事
例
が
発
表
さ
れ
、
課
題

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

12
月

11
月

▲青パト車も多く集結

抱える課題など活発な　
意見交換が行われ　

情報の共有が図られました▶

発足式の様子▶

▲ 2 台の青パト車

市内の刑法犯発生

地
域
の
防
犯
活
動
紹
介

平成17年 平成19年 平成21年 平成23年

2,193件

1,858件

1,584件

1,251件
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磐田市自治防災課
防犯・交通安全推進員

伊藤 功
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防
災
や
防
犯
、
福
祉
活
動
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
よ
り
地
域
力
の
向
上
が
望
ま
れ
ま
す
。
連
合
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
市
内
31
地
区
の

地
区
自
治
会
を
順
次
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
第
２
弾
と
し
て
、
豊
岡
東
地
区
自
治
会
、
第

３
弾
と
し
て
天
竜
地
区
自
治
会
の
地
区
長
さ
ん
や
活
動

内
容
等
を
掲
載
。
み
な
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の

活
動
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

近
年
の
経
済
不
況
の
中
、
在
住
外
国
人
の
人
数

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
こ
の
地
に
定
住

を
決
め
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

連
合
会
で
は
各
支
部
に
お
い
て
多
文
化
共
生
自

治
会
長
情
報
懇
談
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
連
合
会
本
会
で
は
、
多
文
化
共
生
推
進

支
部
代
表
者
会
議
を
開
催
、
市
民
活
動
推
進
課
か

ら
本
年
度
11
月
に
行
わ
れ
た
外
国
人
集
住
都
市
会

議
に
お
け
る
国
の
考
え
方
等
を
伺
っ
た
り
、
地
域

防
災
訓
練
へ
の
外
国
人
参
加
の
継
続
実
施
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
第
2
次
磐
田
市
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

地
区
自
治
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

　
　
　
　

～
第
２
弾
「
豊
岡
東
地
区
」

　
　
　
　
　

第
３
弾
「
天
竜
地
区
」
掲
載
中
～

多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
た
取
組
み

　
　
　
　
　
　
　

～
各
支
部
情
報
懇
談
会
開
催
～

▲地区自治会リレーコラムのページ

磐田市自治会連合会

「磐田市自治会連合会」で検索！

支部名 開　催　日 内　　　　容

磐田
①平成 23 年  7 月 23 日

②平成 24 年  2 月 18 日

①外国人留学生の方からお話をいただいた後、外国人
市民、自治会長さん等参加者による意見交換を行い
ました。

また、会議の概要を関係自治会長さんと市内在住
の外国人市民の方々へ配布しました。

②人材派遣会社による講話、外国人居住地域による取
組み紹介、国際交流員講座を自治会長さん対象に行
いました。

福田 　平成 23 年10 月 25 日
ブラジル人自治会長さんと FM ハローパーソナリ

ティーの方からお話を伺いました。その後、自治会
長さんら参加者全員で意見交換を行いました。

竜洋 　平成 23 年11 月 18 日
竜洋地区在住の外国人 3 名を交え、各自治会にお

ける実情や問題、災害対応について意見交換。
また、外国人を雇用する企業からの話を参考に外

国人との共生について理解を深めました。

豊田
①平成 23 年10 月 18 日

②平成 24 年  2 月 14 日 

①市国際交流員、国際交流協会の方からのお話をいた
だきました。

また、自治会活動状況等アンケート調査結果に基
づき参加者全員で意見交換を行いました。

②国際交流協会の方から日本語教室の状況等について
お話をいただきました。

各支部情報懇談会の内容▲福田支部

▲磐田支部

▲竜洋支部

▲豊田支部
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